
「ゼロカーボンシティ 大野城」宣言 
 

近年、地球温暖化が原因と考えられる気候変動の影響により、世界規模で

猛暑、巨大台風、集中豪雨など、私たちを取り巻く環境は変化し、生命や暮らし

が脅かされる「気候危機」と言うべき状況となっています。 

 

2015年に合意されたパリ協定では、「産業革命前からの平均気温上昇の

幅を２℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が設定されましたが、

2018年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変動に関する政府間パネル）の特別

報告書では、「気温上昇を２℃よりリスクの低い1.5℃に抑えるためには、2050年

までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることが必要」と示されました。 

 

 本市は、「未来をひらく にぎわいとやすらぎの コミュニティ都市」を都市将来像

に掲げ、都市と自然が共生した安全で安心なまちづくりを進めております。

先人たちが築いてきた「自然豊かな ふるさと大野城」を未来に生きる次の世代

に引き継いでいくため、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする

「ゼロカーボンシティ大野城」の実現に向けて、市民や事業者の皆様と一体と 

なって取り組むことを宣言します。 
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大野城市長  


